



























































































































































力 、 ボナン ヒネ アナク イ ラマンテ、 ユク ネ チキ、 カムイ ネ チキ、 2 9 ヱ コアン ワ 、 イイ ェレ シバ プ 
k 礼 p6n ㎝ l ㎡ ne 荻 lak  Ⅱ aI Ⅱ㎝ lle,y 田く neciki,k 町 Ⅱuy  ne  ciki,nuweko 町 lwa,iye ァ espap 
ネ ア コ 。 力 、 タネ アナク ボロアン ペ ネクス、 アコタ ス ウン ウタ フ エキ ムネ コ 。 、 アトゥラ ワ 
n0 ako ァ ka, tane an 荻 po て oanpenekuSu, 荻 ot ゑ nuunuta Ⅰ eklmnekor, atur ゑ wa 
エキムネ アノ コロ       ネ ヤ カムイ ネ ヤ フ エアウナ ルラ コロ   ナ カ アン ぺ ら ヒケ、 ユク チホ キ 
e ㎞ mne ㎝ k0r,yuk  neyaR 抑 luy  neyaae 在 wnaTuTakor,okaan  penehike,  終止 c Ⅲ oH 
カムイ チホ キ 7 カ ラ ア ア カラ ア ワ、 ヌ ウェ アコアン ペネ コ 。 力 、 マク アン クスエネ アオナハ 
5k 抑 luy  cihokl 荻町 a  蕪打 a  wa,nuwe  衣 oan  pe  ne  korka,m 荻 an  kusu  ene  aon 荻 a 
ノ ¥ ウエアン 









































「 アオカ アナク ネ テ エタ ワ / , ソモ ウ イマム クス オ カ ウタフ ァネ ワ 、 ウイマム オ ロ ウ ン 



















































































































































































































































































































































民 話 -, 。 
Wl0) 母と父が 
その息子を和人にやって 置いて来た 
平賀 サダ ( サダ モ ) 
私には母と父がいました。 私たちは人の 大勢住む村の 住人になっ l) aonaha ア ナ チハ 
  と 言いかけて言い 
て 暮らしていましたが、 父も私； ，小さいときには 狩をし鹿でも、 熊で 直した。 
も 、 どっさりとれて、 それで育ててくれたのでした。 けれども今は 私も 
大きくなったものですから、 村の人たちが 山へ狩に行くとき、 私も鹿 や 
ら熊 やらとって来て 暮らしていました。 そして、 鹿の毛皮の売り 物、 熊 
の毛皮の売り 物をどんどん 作って、 たくさんできていたのですけれど、 
いったいどういうわけでこんなことを 父が言ったのかわかりませんけれ   
と、 
「私たちの一族は 昔から交易をしないことになっているので、 おまえ 
かき 交易について 行くのは許さないからな、 行ってはだめだぞ カ 
と 言います。 私は村の人たちについて 行きたくて、 
「今年こそは、 ついて行きたいなあ Ⅱ 




































































































































































































































































ところが、 あ る日、 また村の人たちが 交易に行くと、 いつもいろい 
ろな売り物を 船に積んで行っては、 宝器やら宝物やら、 いろいろな衣料 
品の荷物などを、 どっさり手に 入れて帰って 来る様子を見ていて、 うら 
やましかったものですから、 父はたのだと 言ったのですけれども、 隠れ 
て、 毛皮の売り物などをたくさん、 U でこっそりと 作って、 それから m 
の方から、 舟をこいで下って 行きました。 そして村の人たちが、 沖へ 出 
るらしく思われましたので、 そこへ行って 一緒になって、 それから、 私 






















そうして、 ずうっとどこにどう 行ったのか、 和人の村に着きまし 
た。 そして、 ほかの人たちは、 めいめい自分のお 得意様をもっている 人 
ばかりでしたので、 それぞれそこへ 訪ねて行っていますが、 私はお得意 
様もなく、 今回初めてやって 来たのですから、 どこの家を訪ねたらいい 
のかわからないので、 荷物を背負ったまま、 町の家並みにそって 進んで 
行きました。 しばらく行くと、 町のまん中にとても 大きな家、 それこそ 
山ほどもあ る家、 W の家並みの中でとび 抜けて立派な 家があ って、 その 
家の中から足軽がひとり 出て来て 、 
「おっさん、 おっさん 3) 、 『お得意様がないのなら、 うちに寄るがよ 
いⅡと大殿様がおっしゃるからⅡ 
と 言って．‥言いながら、 私のあ とを追いかけてきて、 私を家の中に 
入れてくれました。 家に入りますと、 その大殿様、 家のご主人様が、 
「さあ さあ 、 私のそばにおいで、 おいで 目 
と 言うものですから、 私は荷物を持ったまま 入って、 すぐに、 足を 
-67 、 
3)0 且 eena オッテナ は 多 
くの場合、 和人が決め 
た 役人を指す 語 だが、 
ここでは語り 手の サダ 
モ さん自身が「おっさ 
ん 、 おっさん」と 和訳し 
た 。 後の部分では「 親 
方 」と訳しておく。 
アフライ ェ ヒみ 、 アイトゥラ、 チセ コ " トノ、 バセ ト ノ アン ウシケ ウン ナニ アイトゥラルウェ ネ ヒみ 、 
杣 lu Ⅰ 在 ye  hine, ㎝㎡ ア a, clSe-kor- め Ⅱ 0 ， p 乙 se  tono  an  uske  un  n ㎝Ⅱ 帥 t 丘 Ⅰ a  mwe  ne.hine, 
ア ラパ アンルウェ    ア クスオラノ  
a や a 町 lmwene8%u5uo 亡 aIl0, 
「ホク レ ホクワ シサム ウノ ア エエク テ フ -1-@r. クテ 。 タネボア プカシペ エネ シつ み ヤク ン イヨ 。 
‥ hokulrehokuureslsam  unaeekteae 己 kle. 憶皿 epoapkaspeeneslrneyakunlyor 
タ アナク ナ、 ネシ カ エク カ エラミ シカリ 、 チホキ アコロ ルスイ ヒケ カ ネシ カ エク ； 
ta anak na ， nen ka ek〔a eramiskari ， cihoki akor〉usuy hike ka］en ka‘k ka 
5eramiskan  p  ne  wa,asmnumaka  aeykoytupap  e  a Wma れ ノ nieek  sIrnenahokure, れ hmn 
エラミ シカリフ ネ ワ 、 アシスマ カ フ エイコイトゥ バプ いい あ んぱいに エエク シリ ネ チ ホ クレ 、 アフン 
ア フン リ 
計 lun." 
セ コロ シサム イタク カ オマ テク、 ハウエアン ワ オラ、 サマ タ ブ アン プクス オ ラ / 
sekor sisam ltak ka oma tek, hawean wa ora, sama ta aan akusu orano 
ニヤ イコ プンテク コロ 、 
eyaykopuntek@kor ， 
「 シ 小 ポ アコ D ルウェ ネ 。 べ 不 コロ カ エアシリ カ、 エムシ カ エアシカイ オ フカ エアシカ イ   
"sInepo 荻 o ィ mwene. peneko ィ kaeasl ド )ka, emuskaeas ㎞ yopkaeaskay, 
ヵンビ ヵ エアシヵィ 、 ベ ネ コ ロヵ エイタ サ ラメ トッコロ ヮ 、 ソン / ボ アコロ ペ ネ コロヵ ア ポホ 
l0k 仙 plkaeaskay,peneko ィ kaey ぬ sa て meto ㎏ o ィ wa,sonno 四曲 oTpeneko で kaapoho 
セコ ロヤ イヌ アシカ エ アイヵプノ アエォリ バク。 ネプヵイエ フア ナク ファッ ヵ リ ア ハイタ ヵ ェア イ ヵプ 。 
sekoryaymli 挺 lkaeaykap  no  ㏄ Onpak.nep  kayep  anak  aakk 肛 ]5) は laytakaeaalykap. 
イェイタクシネイタク カ ア ハイタ カエアイ カプ /  ニウェンポア コロペ ネルウェ ネ アプ、 ケシ ト アン 
yeltak  slne Ⅱ 皿 ka 廿 Ⅵ ツぬ kae 町 kap  no  Ⅲ wen  po  田のⅠ peneruwene  ap,kes め ㎝ 
コ ロチカプコイ キ クス、 エキ ムネ ランケ、 コロ アン ベネ ワ、 オ ヌマン アン コ。 エアシリ イワクベ ネ 
korc 化 apkoy ㎞ kusu,eHmner ㎝ 止 e,kor 荻 lpenewa,on Ⅲ n征 lankoreasiriwak  pene 
ヤッカ 、 イワ ク ヤッカ、 エタン イタカン カ エアイ カプ、 イヘコテ カ       カ ソ モ   ノ、 ナニ :@. ホッケ 
y 杣山 a,iw 衣 y 仙女 a,eun  九秋㎝ lkaeaykap,iheko 穫 ka 止衣 kasomo ㎞ no,nan 土 eho 化 e 
ヒ タ ン アラバ コロ アコイ ブニ 、 ワ イ ベ コロ オ ラウン スイ 、 イ ボロタ ス イ レイエ ペコロ イ キ コロ 、 スイ 
15@hi@un@arpa@kor@akoypuni ， wa@ipe@kor@oraun@suy ， iporo@ta@nuy@reye@pekor@iki@kor ， suy 
クシ ネイ ワ アン コ ロ、 ホ ブ ニ ワ ナ ニ てつぼウク テ ク ワ ソ イネ 。 ワ、 『 チ カプコイ ヰ モアン ] セコロ 
kunneywa‖n〔or ， hopuni『a］ani》eppo「k》ek『a《oyne ， wa ，・ cikapkoykian ， sekor 
ハウェアン コ ロ 、 エキ ムネ コロ オ ヌマンカネ イ ワク カネ、 コロアン 0  アポ ホ、 ポネ ワ 7 コ ロベネ 
hawe 町 lk0r,ek Ⅱ nnek0r0n Ⅱ 皿町 』 k 町 lelwak  k 町七 ， k0r 町 l.apoho, 丙 newaa Ⅱ 0rpene 
コロ カ ラメ トク オ ロケ アコイシトマ フ ネ ナ 、 タネ タ ネ オヌマン ネワ イワク ナンコロ ナ、 
korka  r ㎝ etok  orke  荻 oysltoma  p  ne  na.  t 町 le  t 町 le  Onum 町 rlne  wa  lwak  nan 正 O 「 na, 
ピ リカメ オリバク /  ホク レ エコオンカ ミ ナンココ ナ。 」 
plrk 町 noonpaknohokulreekoonk 町 m16)n 町 nkorna." 
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そばから洗われて、 つれて行かれ、 家のご主人様、 大殿様のいる 所へす 
ぐ につれて行かれました。 行きましたところ、 ・ 
「さあ さあ 、 私のそばにおいで、 おいで。 あ なたが 今 初めて来たのな 
ら、 私のところにまだだれも 来たことがなく、 アイヌの売り 物がほしい 
と思っても、 だれも来たことがないので、 私もうらやましく 思っていた 
が、 いいあ んばいにあ なたが来てくれた。 さあ 入りなさい、 入りなさ 
いⅡ 
と 日本語もちょっとまじえて 言いました。 それから、 私がそぱに座 
りますと、 大殿様は喜んで、 
「私にはひとりの 息子があ ります。 ところが、 それはそれは 太刀さば 
きも上手、 槍も上手、 学問も よ くできるのですが、 あ まりに気性が 激し 
くて、 まちがいなく 私の息子なのですけれども、 わが子とも思えないほ 
ど恐ろしくて、 何も 、 言うことにはさからうこともそむくこともできま 
せん 5)0 言うことには 一言もそむくことができないほど 気 ，性の激しい 烏  
子を私は持っているのですが、 毎日毎日、 鳥を打ちに m へ 行って、 そし 
て晩になってやっと m から帰って来ますが、 帰って来ても、 私たちは、 
話しかけることもできず、 息子も私たちに 向かって話しかけもしない 
で、 すぐ寝間に行き、 食事を出されて 食事をすると、 それからまたも 
や、 まるで顔に人が 這うようにまつ 赤になって怒りを 表して、 また朝に 
なると、 起きてすぐ鉄砲を 取って出て行きます。 そして、 「鳥を打って 
来るⅡと言って 、 山へ行っては、 晩になって帰って 来ています。 そうい 
う息子で、 わが子なのですけれども、 その 気 ，注が激しいところが、 私た 
ちは恐ろしいのです。 もうそろそろ 晩ですから、 帰って来るでしょうか 
ら、 きちんとかしこまって、 さっさと礼拝 6) してくださいね 目 
4) 強調のため e 朴 ㎡ :ka 
エアシリーカ と 発音し 
ている。 以下同様。 
5) 荻 k㎡アッカリ と 
言ったが、 後に語り手 
のサダモ さん自身が 訂 
正した。 文字どおりに 
は ( 過ぎることも 不足 
することもできない ) 。 
6) 両手をすり合わせ、 




onkami オンカ さ と い 
つ 。 




















































































































































































と 私に言 レ ) ました 0 
私はひどく恐ろしい 気持ちがしていました。 びくびくしながら 待っ 
ていますと，そのうちに、 晩になりました。 すると、 なるほど、 ほんと 
うに、 戸をあ けてくれという 声がして、 戸をあ けてもらった 人が入って 
来て、 私が見たのは、 それこそ、 おさわら し ⑰の中でもいち ば ん上のお 
方、 勇者の顔つきをしていて、 並の者とは顔つきからして 違っていて、 
それはもう、 若殿でも、 見ただけで恐ろしいもの、 目は小さな星のよう 
にキラキラ光って、 そこらじゅう 息 わたして、 目玉を ギョロギ ョロ光ら 
せながら入って 来ました。 入って来て、 自分の部屋へ 行きながら、 
「アイヌの親方を 私のそばに ょ こしなさい 0 」 
と 言いながら、 自分の部屋へ 行きました。 
それから、 あ のご主人様夫妻は 困りきっています。 
「言ったことには、 さからうことができないのですよ。 自分のそぱに 
来るようにと 言うのですから、 ひざで歩いて、 這って、 そばに行って、 
何を言われても 上手に答え、 怒らせないように 上手に答えなくてはいけ 
ません ょ 0 」 
とそのご夫妻は 言いながら、 すっかり困りきっていました。 
けれども、 
「そう言っているのですから、 早くそぱに行きなさい、 行きなさいⅡ 
とご夫妻に言われて、 そばにつれて 行かれて、 戸をあ けてもらって 、 行 
きましたところ、 若殿は 、 
「さあ さあ 、 そばに来い来 い、 そ ぱに来て火にあ たれ、 あ たれよ 
と言いながら、 自分のかたわらをトントンたたきました。 
7) tono  ト /  ( く殿 )
は 、 和人の男子をさす 
敬称のひとつ。 p ゑ se 
tono  バセ ト / はく 偉 
い 和人 ) 、 pontono  ポ 
ントノは ( 若い和人 )
だが、 それぞれ「大殿 








































































 「フンタク トゥン ェアタ リマ エホクレ 、 コッチ ョ カラ ワ、 トゥン ク ク ニサケ ヘム、 トゥラ /  コ 0 
"hntaktuneatarhmaehokure,kotcok ぴ wa, 抽 n  kukunls あ allkehem, 抽 rannkor 
ワ ア ラ キヤンアラキ ャン リ 
wa 町 Ⅱ ay をⅡ打出 yan." 
セ コロ力 み 、 ハウェアン、 アエイワン ケ ウタ ラエウノ キアクス、 ネ / 、 ト / コニウ サオカイ ペア ニプ 
sekork ㎝ e,hawean, ㌍ yw ㎝ keutareunkl 荻 :usu,neno,tono  eusaokay  peaep 
ピリカ ヒ 、 サケピリカ ヒ アルラ フ アルラ フヒネ トゥン アタ リマエ，イサムウファ フ リルウェ ネヒネ 、
5plrkahl,sake  p 虹 ka  hl 荻 ⅡⅠ a  a  a エ u Ⅰ aa  ahinetun  atanmac ㌧ Isa ニ Ⅱ un  a8 ユⅠ mwe  ne  hinc ㌧ 
イイ クレ 、 マイカタ カ ク 。 
iikure,yaykatakaku   
「ホク レホ クレイペアンヤク ピリカ、 ホ クレイクアンヤク ピリカ ビリ カ ! 」 
‥ hokurehokurelpo 荻 nyak  pirk 軋 hokurelk 打打 nyak  plrkapl Ⅰ「 ika Ⅱ 
セコロ カネ ハウエアン。 イ クアン、 イシトマアン ベ ネ クス ホ クレ カ イ クアン カ ソモ キ 。 
sekork 町 lehawe 伍 l.Iku 町 l.lslto 血田 m  penekusuhokureka 化け町 nkasomoki   
「 ナホ クレイクアンヤクピリカ。 」 
"na”okure（kuan【ak｝irka ・ " 
セコ a ハウェアン コロ イコイ ヨ マレ ヒケ カ 、 アク カ コマイク シペ コロ イ キ アン コ ロ、 ホクレ 
  sekorhawe 町 rlkorIkoIy0 皿荻 ehikeka, 荻 ukakoyaykus 膵 korjkjankor,hokure 
カ ア ク カ ソモ キノ、 オラ / イベアン。 イ ク アイネオラウン、 イコ ウウエ ペケ シス 。 
ka‖ku〔a《omo〔i］o ， orano（pean ， iku‖yne｛raun ， ikouwepekennu   
「フナ クワエクペ エネルウェアン ? マ クアイ ェ コタ ン 7 % エク ベアン ? コ 
‥ huna 丘 waekpe け lemwe ㎝ n?ma 止 ayeko ぬ Ⅱ waeekpe 荻 l?" 
セコロ カネハウエアン。 
sekork 乏ごイ Ⅰ eh 乏 Ⅰwwea Ⅱ  
ヒ クス、 
hlkusu, 
「マク アン クス エネ、 アオ ナハ 『 アオカ アナク ネ、 ソ モ ア キ クニ プト / コウ イマム ネ ナ 。 
  "mak 師 lkulsuene,aon 乱 la'aok 台町 nakne,somo 田こ kumlptonokouym 町 mnena. 
ネワ クス、 イ テキエト / コウ イマムヤク ピリカ ナⅡ セコ 。 ハウェアンアプ、 フンタ クスハウェアン 
ne『a〔usu ， iteki‘tonokouymam【ak｝irka］a ，・ sekor”awean‖｝ ， hnta〔usu”awean 
ヒネア アン ヒみ 、 ト / コウ イマムアンタ ネボキヒ ネオラウン アコ タ ス アイエ チキヘ ピリカ ?  マク 
hlnea 棲 lhine,ton0kouym 挺 n'a 皿ぬ nepo ㎞ hineo 丁あ ℡ n  akot 桁 )u  ayecl ㎞ hepl て ka?mak 
ネチキ ピリカ ? 」 
nec 化 ipl 化 a?" 
セコロ、 ャィヌア ン アイネ 、 セメ ヵッキ コタン アンコ、 ヒみ 、 
sekor,yaynu 師 nayne,semekatkiko ぬ Ⅱ 肛 eko,hine, 
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そして、 私がそばに行きますと、 
「さあ 、 二人が食べる 分、 早くごちそうを 作って、 二人が飲む酒も 一 
緒に持って来なさい、 来なさいⅡ 
と奉公人たちに 言いました。 すると、 そのとおりに、 身分の高いオロ 
人の食べる、 いろいろなもの、 食べものの上等なもの、 お酒のうまいの 
を 、 次々に運んで 来て、 二人分を私のそぱに 置きました。 そして若殿 
は、 私にお酒を飲ませ、 自分も飲みました。 
「さあ 、 どんどん食べるが よ い、 どんどん飲むが よい 、 飲め、 飲めⅡ 
と言いました。 私はお酒を飲みましたが、 恐ろしいものですから、 
そんなに ガブ ガブ飲みもしませんでした。 
「もっとどんどん 飲むがよい 0 」 
と言いながら、 お酒を注いでくれましたけれども、 私は飲めないふ 
りをして、 ガブガプ 飲みもしないで、 食事をしました。 若殿はぐいぐい 
飲んでいて、 しばらくして 私にたずねました。 
「どこから来たのか ? 何という村から 来たのか ? 」 
と言いました。 
ですから、 
「どういうわけでか、 あ のように、 父は丁私たちは 和人のところへ 交 
易に行ってはいけないのだよ。 だから決しておまえも 禾 Ⅱ人のところへ 交 
易に行くんじゃないよⅡと 言ったものを、 これはきっと、 何かわけが 
あ ってそう言ったにちがいない、 いま初めて和人のところへ 交易に来 
て 、 ここで私の村の 名前を言ったらいいか、 どうしたらいいか ? 」 































セコロ ハウエアナン アクソ 、 
sekorhawe ㎝ an 痴   
「 ア " ノベ ヘアン ? 」 
" 旭 pehe 打 17" 
セコロ ハウエアン。 
sekorhawe 皿  
「アン ペ ネロ」 
"an  pene," 
セコロ ハウエアナン。 ヘンパク ヘシ バク ス イ 
sekorhaw ㎝ 皿 ・ henp 荻 henp 荻 suy 
「 ソア ノ アン ペヘエ イ ェ ? 」 
‥ sonno てヒ丁 Ⅰ peheeye?" 
セコロ カネハウエアン。 
sekkork 細工 ehawe ㎝  
「ソンノ アン ベ 不 ワ タ ホボ ア プカシ ペ ア ネ 0 」 
‥ sonno 町 lpenewa ぬ mepoapkaspe 町七 ・ " 
セコ 。 力 み 、 ハウェアナン、 
sekork 接 Ⅰ e,hawe 荻 ℡Ⅱの ， 
「 エ 92 フ カエオナ ハカアン ベ ヘアン ? 」 
" 鉄 an 田 mikaeon 舟 haka 町 lpehe 師 n?" 
セ コロ イ コ ウウ エベケシメ 。 
sekorlkouwepekennu. 
「アウ ス フ カ 、 アオナウタリ カ オ カ コロヵ 、 タネ オンネバ イスクル パ ウタ ラ ネ ロ 、 カシ 
‥ aun 丘 hu  ka, aon ゑ lutm  ka  oka  korka, tane  onnepa  lnuku や a  ut 打 ne  wa,kasl 
アオイ キ コロ アンペ ア ネ コロ 力 、 タネ ボ トノ コア プ カシアン シリ ネ ワ Ⅱ 
aoykiko Ⅰ・ anpe 町 lekorka, は 山 epotonokoapk 養ね n  slrnewa." 
セコロ ハウェアナン。 アクシ   
sekorhaweaalman. 杣 Ku]S, 
「ヤク ン ピリカ ワ 。 ハウェ ネ ヤク ン ホ クレ イペ イ ペ @    ク イク @  ％クラウン、 ニサッタ 
"yakun｝irka『a ， hawe］e【akun”okure（pe（pe! iku（ku! wa｛raun ， nisatta 
アナク み 、 イヨシ プラハ ク ニ ラム。 この マ チャ オペ シ 、 エアラバ アイ み て チ ャ イマク タ ポ ン ナイ 
㎝ lak Ⅱ e, lyos 町 pakunlr ㎝ mu.ko れ iomaclyaopes,e 酊 lpaaynemacIyalmak 伍 ponnay 
アンナノ コ ロ      ネ ワ ア ンホツ ナイ トゥラノア / ヌ マハテクエキム 不 プラハアノ ラ ノケケシ ト アン 
町 ln 批正 or て ls,newa ㎝ lpon  nay  山ァ asi ㏄ inumapatek  eki Ⅱ lⅡ e  肛 paanl[ 皿 ke  keslo  杣 
コロアラバアン サナン ルウヱヘ 、 アルコチ ル 、 アネ ル ネ ワ アン ナン コロ クス、 トゥラシ エア ヲパ、 
kor 町 lpa 酊 n s 細 lanlruwehe, 肝 @ukocl ru, 軒 @Ns,m  ne  wa  ㎝ ¥n 江山 orkusu, 抽で 岱 le 町 pa, 
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「そこから私はやって 来たのです。 」 
と 言いました。 すると若殿は 
「本当か ? 」 
と言います。 
「本当ですⅡ 
と私は言いました。 若殿は何度も 何度も 
「本当のことを 言っているのか ? 」 
と 聞きますっ 
「本当のことです。 そしていま初めてやって 来たのですⅡ 
と 私は言いました。 彼は 、 
「母親も父親もいるのか ? 」 
と 私にたずねました。 
「母も父もいますけれども、 今はもう年をとって 体も自由に動かない 
ので、 私が養っているのですけれども、 このたび初めて 和人の国に交易 
に 来たのですよⅡ 
と私は言いました。 すると、 
「それならいいよ。 それなら、 さあ さあ 食べなさい、 食べなさい。 飲 
みなさい、 飲みなさい。 そして明日は 私のあ とから行くつもりでいなさ 
い。 この W の家並みにそって、 しぼらく下手の 方へ行くと、 町の向こう 
に 小さな沢があ るから、 その小さな沢をさかのほって 、 私がいつも山へ 
狩りに行き、 毎日毎日行ったり 来たりする道、 私の踏み固めた 跡が細道 
になっているから、 それをたどって 上って行きなさい。 そしてずうっと 
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8)hawean  ハウェア 
ン と聞こえるが、 
haw ㏄ 血 ㎝と言うべき 
ところであ る 0 
エアラ バ アイ ネ アナン ウシケウン / エアラ パ ナン コロ クス   

























セコロ カネ ハウエアン。 
sekork ㎝ ehawe ㎝  
ヒ ネエセアンプアンプ コ D オラ、 シサム タタタタ 。 
hmne 色 seanaa 且 akoro ァ na,sls ㎝ nt ゑ tatat ユ ． 
「ホクレイサムタ ホッケアン ヤタ ピリカ ピリカ ! 」 
"hokure Ⅰ samntahotke ㎝ nyakplrkapirkal" 
セコロ ハウェアン コ ロ、 シサム タタタ タ フ ネ クス サ マ タ アニ ホッケ ヒ 7 カ ラ オ ラ / 
  sekorhaweankor, slsam  t ゑ ltatalapnekususamataaehotkehlg)akarorano 
ウェニシ トマアン コ D 、 オラ / サマ タ ホッケアン ヒケ 、 イイソ ネ カ 、 シク ヌ アン ヒネ クシ ネイ ワ アン。 
wenisitoma 沖 lkor,o Ⅰ ano  s 町 na ぬ hotke 打 Ⅰ 面 ke, 五 soneka,s 正 nuanhinekunneywa ㎝  
ヒネクシ ネイ ワ アンアクシスイイ ペテクヒ ネオラウン， チソイェ カッタ トゥイカ タ、 
hine ㎞ nneywa ㎝ 荻 ussuy  lpetek  hineoraun,clsoyekattatuykala, 
「アイヌ オッ テナ、 トゥン アタ リマイアエ フセレ ワイ ョシ アラバレヤン 0 」 
‥ aynu  Ottena, Ⅰ un  atanlmIlay  aeP  s 色 Irewalyos 肛 P打 ey ㎝Ⅱ " 
セコ 。 ハウェアンコ。 ソイネ 。 ルウェ ネ ヒみ 、 チセコット ノ ウムレク 、 オラ ノ ハウ ヱオカ 、 
sekorhawe 町 lkorsoyne.ruweneh Ⅰ One,clse-kor-tono  umurek,oranohaweoka, 
シクヌ アン ワ ・ シリ ペ ケ レ ヒ エヤ イコ プンテクパ フ オラ ノ ミ ナ カネ ウサ オカイ ベ 
10@siknuan@ wa ， sirpeker@hi@ eyaykopuntekpa@ wa@ orano@ mfna@ kane@ usa@ okay@ pe 
イ イエコイソイタク コロ、 オカ アンルウェ ネ アイ ネ   
lyekoyso 抑蕪 kor,oka 皿 ruweneayne, 
「イイ エフ アナク ア ハイタ エアイ カプベ ネクス、 ヘタク 、 トカプエチ エクニプ 、 トゥン アタ リマイ 
"iye  p  ㎝無血 aytaeaykap  penekusu,he ぬ k,t6kap  eci 色 ku ㎡ p, 抽 n  atwimay 
ウサ ピリカ ア エ フ、 エセ ワ オシエアラ バ 。 エア ラ バクニ % エパ カシ 2  7  チキ カリエア ラ バナンコロナⅡ 
usaplrkaaep,esewaose 荻 pa.e 町 rpakunleepakasnu  ac 瓜 ika 皿 e ㎝ rpan 打 akorna." 
セコ 。 カネ、 チセ コ 。 トノ ハウスアン ヒみ 、 ネノ 、 ウサ トゥン アタ リマイ ウ サアエピ、 ケラアン 
sekorkane,clse-kor-tono  hawe 町 nllmne,neno,usatun  ata 且 Ⅱ 姐 y  usaaepI,keraan 
フ エ フ アイ セレヒネ 、 アセ ヒネ アラバアン。 
l5 aep  寸 s 色 rehine,aserune 町 pa ㎝  
マ チ ャイマク タ アラ バアン アクシソン /  カ 、 イイ エ フ コラチ ホ ンナイ アン ヒネ ナイ トゥラ シ 
maclya  lmak  ta  ㎝ rpaan  akussonno  ka,lye  p  koraclpon  nay  ㎝ lhine  nay  turasl 
アヲパ 、 サンシネンネルウェ ヘネア / イネ 。 シラン 0  フシコトイワ   エネイ キ コロアン ベネア / イネ 
叫 pれ Ⅰ sa ⅠⅠ s Ⅰ nennerulweheneanoync ㌧ siranl.huskotoy  waenelkiko Ⅰ 旭 peneanoyne 
ル コチ ヒ、 チニナニナヒネ シラン ヒネ 、 アオペ シワ ア ラ バ アン アイ ネ トオ キム タ アラバアン。 
市 koclml.cl ℡ n ㎝ linahfnesiranlhine,aop 色 sswa 町 p材 Ⅱ aynetoo ㎞ mta 町 Ⅰ a ㎝』・ 
ァ クシ、 シィェトク ゥ ンアイヌ ポンチセ ァ 2 ヵ ラ 。 イランマヵヵ アンチセ キ タ イ コラ イェ ヵネ ア ン 
化 ㎎ ,slyetokunaynuponcIse ㎝ uk 紅 ・ lramnmak ぬ kaancIsekl ぬ Lyko ぬ lyel0)kane 抽 
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行くと、 私のいる所まで 行くから、 私のあ とから来なさいよⅡ 
と 言いました。 
そして私はハイハイと 何度も返事をしました。 すると、 それから彼 
は自分のかたわらをトントンたたきました。 
「さあ 、 私のそばに 寝 なさい、 寝 なさいⅡ 
と言いながら、 自分のかたわらをトントンたたくものですから、 私 
は 彼のそばに寝床を 作り、 それからひどく 恐ろしく思いながら、 そのそ 
ぱに 寝 ましたけれど、 よくまあ 殺されもせずに、 生きていて、 朝になり 
ました。 
そして朝になると、 若殿はまたちょっと 食べてから、 家を飛び出して 
行きました。 出がけに、 
「アイヌの親方に 二人分の食べものを 背負わせて、 私のあ とから ょ こ 
しなさい ロ 
と 言いながら出かけて 行き、 そうして、 家のご主人様夫妻は、 それ 
から、 私が生きたままで 夜が明けたのを 喜んで、 にこにこ笑いながら、 
いろいろなことを 私に話していました。 しばらくそうしていてから、 
「言われたことにはそむくことができないのですから、 さあ 、 あ なた 
がたがお昼に 食べるもの、 二人分の、 いろいろな上等な 食べものを背 
負って、 あ とから行きなさい。 行き方を教えられたのなら、 そこから行 
くんですよⅡ 
と 家のご主人様が 言いました。 私は言われたとおり、 二人分のいろ 
いろなおいしい 食べ物をもらって、 背負って行きました。 
町の向こうまで 行きますと、 本当に、 言われたとおり、 小さな沢が 
あ って、 沢 づたいに上り 下りしてひとりで 歩いた跡らしくなっていま 
す 。 ずっと前からそのように 行き来していたらしく、 足跡が、 びっしり 
ついています。 そしてその足跡をたどって 行って 、 ずうっと山の 中まで 
行きました。 
すると、 行く手にアイヌの 小屋が見えました 0 すばらしくきれい 
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g) ehotke ㎡ エ ホッケ 
ヒと 言ったが、 後に語 
り 手の サダモ さん自身 
が 、 aeh6lkehi フエホ 
ッケヒと 訂正した。 
10)ceki ぬ y. ‥チェキ 
タイ‥．と聞こえるが、 
詰 り手の サダモ さんに 
よ れば cisek@y. ‥ チ 
セキ タイ‥．であ る。 
イランマ カカ ユフ ナ タ ラ ノア カブ 、 アイヌ ボン チセ アシリ ポン チセ アン ルウェ アヌカラ コロ 
Ⅱ田町 makakayupnat 釘 ano@U 荻肛 ， aynuponc は eas Ⅱ p0nclse 町 )mweanuk ゑ Ⅰ koF 
アラバ アン。 
肛 paa ㎜・ 
トモ タ ン /  ルアン ペ ネ クシ トセ タ ンノ ア ヲパ アン。 ルウェ ネ ヒみ 、 アラバアン、 ニ サ ブノ 
tomo  unno  r       ㎝ penekustomo  unno  打碑㎝・Ⅲ we  nehIne, 打碑 皿 ， nlsapno 
チセ ソイ ア オシマ カ エヤ ノ ラム カラ ラ ツ チタ ラ アラバアン・ アプ ン ノキ アクシ シイェトク ウ ン アイヌ 
clsesoy  aosma  ka  eyayra 庶肝 ratclt 荻 a  arpaan, apunno  kl 打Ⅲ s  slyetok  un  aynu 
シ ノッチャキハウ ハ ロアシカ イ 、 パロアシカイオッカ ョシ ノッチ ャ キハウイイ ェトクウ ンアイヌ シ ノッチ ャキ 
5slno 比 № haw  paro  askay,p 荻 o  askay  o ㎞ ayo  slnotc 痴 haw  lyetok  un  aynu  slnotc 皿 Ⅰ 
ハウ ア シ コロ シラン。 
haw  asko ブ sSira Ⅱ． 
ヒネ 、 オロ タ フラパ アン、 アラ パ アンルウェ ネア クス、 チセ ソイ タアヲパ アンアクシハウェト コ 
hine,oro  ぬ れ l)aan, 訂 ， Paan  mwe  ne  akusu,clse  soy  ta  ぬ rpa 酊 nakushawetoko 
コ ニ シカリ ヒ ネオラ、 
koesk ユ Ⅰ ユ ㎡ neo Ⅰ aa ㎏
「ホクレアフンアフンⅡ 
‥ hokurea ⅠⅡ nah Ⅲ un." 
セコロ ネア ボン トノ ミ ナ カネ アン ヒネ 
  seko イ n 自 ;apontonom Ⅰ 工 nak 町 Ⅰ e 酊 Ⅰ nine 
「ホタレアフンアフン。 」 
‥ hoku て eeahunahun." 
セコロカ ネイ イエヒネ 、 アフナンルウエ ネア クス、 オラ /  ソ モネ ブ イ ェ ノアンアイネイタク 
sekork 町 Oelyehine, 曲 un 皿 mweneakusu,oranosomonepyenoanaynelt 荻 
ハウェ エネ アン ヒ 、 
haweene 町 Ⅰ㎡ ， 
「タンアイヌ オッ テナエ ネワ、 ヤニフ エライケ 0 カトゥエネ アン ヒ、 エ ハウェアンヒレンカイ ネ 
℡ an  aynu  o は ena  ene  wa,yaIliae で 在 yke. ka 抽 ene  初 lhi,ehawe ㎝ I ㎡Ⅰ enkayne 
エレクチアウ ク テ クナンコロ セコロ サイズアンプ プ 、 オヤコタンオロワー @_.T. クペネ ハウェ ネ 。 ワ 
l5e 氏 ㎞ lcial 火 tek  n 江山 orsekoryaynu 町 la  p,oya  kota Ⅱ orwa  eek  pe  ne  hawe  ne.wa 
ソンノ エイ エフネ ヤク ノ ア エシクヌシ カ トゥエネ アン ヒ、 
sonnoeyepney № naes ㎞ u マ ekamene ㎝ hl, 
アオナハ アン、 アウ ス フ アン 0  アアキヒ アナク チ ャヲベサモ マ フ ネ 。 アシスマ ホ ン / 
aonaha  an, aun 丘 hu  an. aak 伍 l anak  na  yarpesamomap  ne. aslnuma  ponno  
poroa Ⅱ・   sekorney 田の In, れれれ Husko Ⅰ ep  nekulsu,naponpenehawene Ⅱ㎝ 廿 cor. 功一 
ヒネ   トウプ アネ   ァ オ ナハ フウヌ フ イトゥラ     ウイマムアン クス   アウヌ ウタリ ウ イマム ク シ 
hine, れり 打 )e  wa  aon 計 la  aun 丘 hu  im Ⅰ a  wa,uymaIn ㎏ 几 kusu,aun 丘 uta Ⅱ u 押 Ⅱ 町 n ku5 
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な 、 屋根もかっこ 6 2 く きちんと作られている、 すばらしくしっかり 11) 語り手の サダモ さ 
んは「きちんとしめ 
と Ⅲ作られた、 アイヌの小屋、 新しい小さな 小屋があ るのを私は見な て」と訳した。 ぶ ど うづ 
るでし ばる 所もしっか 
がら行きましたっ 
り ときつく締め、 屋根 
や 壁の カヤ も、 すきま 
まつ すぐその家に 向かつてずっと 跡があ るので、 私はまっすぐその なく、 にきっちりと ゆるまないよう 作られて 
家に向かつて 行きました。 そうして行きましたが、 あ んまりすぐに 家のお 笘 二時二言っている 
門口まで行ってしまうのもためらわれ、 ゆっくり行きました。 静かに 行 12)ruwehe と言ったが、 後に語り ルウエへ 
きますと、 行く手の方に、 アイヌの歌う 声が、 上手な男の人の 歌う声 手のサダモ さん自身が 
Ⅳ ルと 訂正した。 
が 、 前方から聞こえてきました。 
13) 語り手 サダモ さん 
の任釈 であ る。 
そして、 私はそこまで 行きました。 行きましたところ、 家の門口ま 
で行きますと、 その歌声がぴたっとやんで、 
「さあ 、 入りなさい、 入りなさいっ」 
とあ の若殿がにこにこ 笑っていて、 
「さあ 、 入りなさい、 入りなさいⅡ 
と言います。 私が入りますと、 それから彼はしばらく 何も言わない 
でいてから、 このように話しはじめました。 
「アイヌの親方のあ なたを、 もう少しで殺すところだった。 というの 
は、 あ なたの言うこと 次第ではあ なたの首を取ってしまおうと 思ってい 
たのだけれど、 あ なたはよその 村から来たのだと 言うから、 本当にあ な 
たの言 う とおりなら、 あ なたを生かしておこう。 そのわけはこうだ。 
私には父と母がいて、 弟はまだおしめにくるまった 乳飲み子だっ 
た。 私は少し大きかった  というのはつまり、 あ とにまだ子どもがで 
きたのだから、 この上の子もまだ 幼い子だったんでしょう l3)   そし 
て、 私たち二人とも 又 と母に連れられて 交易に 、 母たちが、 交易をしに 
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イトゥラ バ ヒみ 、 タンシサム マテヤオロ タ アラキアン。 








































































































































































私たちを連れて 来て、 この和人の町にやって 来た。 
ここに、 いま私たちがいる、 私が住んでいる、 和人の家に、 私たち 
がやって来ると、 どうしたわけか、 母と父は逃げて 帰ってしまった。 
そして私は、 ひとり和人の 所に置きざりにされたものだから、 それ 
から私は泣いて、 わあ わあ 泣き叫びながら、 r おとうさん ! おかあ さ 
ん Ⅱと言って泣き 叫びながら、 浜の方へ走って 行こうとすると、 今の 
父であ る和人の旦那と 母であ るおっかさんが 私をつかまえて、 それから 
私のことで、 せつない思いをし、 私が泣くために、 夜も最も、 二人はせ 
つない思いをしながら、 なにやかや、 おもしろいものを 見せてくれ、 お 
もしろいおもちゃを 見せてくれるけれども、 私はそれをバンバンと 下に 
たたきつけ、 ぎゅう ぎ ゆう ふ めっけながら、 わあ わあ 泣いた。 二人は い 
{ 晩もいく晩も 眠らずに、 一生懸命に骨を 折って私をおもりしてくれ 
たⅠ O 
それから本当によく 育ててくれたものだから、 このように学問も 教 
えてもらい、 刀も教えてもらい、 槍も教えてもらって、 私の父母はアイ 
ヌだったが、 それで、 私が学問もわからない、 刀も使えない、 槍もでき 
ないならば、 r アイヌだったから、 このように、 育てても何にもならな 
いⅡと父であ る 殿 、 母であ る奥方に思われるのは、 なさけないから、 ほ 
かの人よりも、 槍も上手に、 刀も上手に、 学問もよくできるようになっ 
た 。 度胸もついた。 
こわいものはひとつもないように   思うのだが、 あ んなに母たちのあ 
とを慕って泣き 叫びながら追いかけたが、 あ の私の弟があ なたで、 あ な 
たひとりで私の 母たちに育てられて、 ここまで大きくなったのだろう、 
弟が大きくなったら、 このくらいになっているだろうと 私は思ったか 
-8 Ⅰ - 
ワ クス、 アエコ ウ ウェペケ シメ ハウェ ネ ア 


































































































































































ら 、 それで、 たずねたのだったが、 別人だとあ なたが言ったから、 あ な 
たを生かしておく。 私の弟だと言ったら、 殺して、 私も死のうとばかり 
思っていた。 
でもあ なたが別人だというのならば、 どういうわけでこうしている 
のか、 ふしぎに 居 、 う だろうから、 言って聞かせるのだが、 あ んまり父母 
が 恋しくて、 父母のことばかり 考えていると、 どんなに学問ができ、 刀 
が上手でも、 自分の目の前に、 母だった人、 父だった人が、 自分の目の 
前に見えるような 気がして、 ものを食べる 気にもならない。 学問をする 
気にもならない。 そうしていて、 大きくなるまで、 そのように暮らして 
いたけれど、 こんなふうな 家に住んでいたような 気がしたから、 『鳥を 
打ちに行く ] と言っては、 m へ 行くけれども、 鳥を打ったりするために 
出かけるのではない。 
こんなふ う な家に住んで い て育てられた 26 に思った、 そのとおり 
の家を作って、 せめて気を晴らしたかったので、 こんなふうな 小屋を作 
り、 それから、 父が酔っぱらったり、 酒を飲んだりして 酔うと、 こんな 
ふうに歌を歌っていたような 気がする、 そのとおりに 歌うと、 いちばん 
気が晴れるので、 こうして歌いながらここに 来て、 小屋を作って、 それ 
からここにいて、 アイヌの歌をあ れこれ歌って 歌って歌って、 自分の気 
を晴らしてから、 家へ帰って行くのだ。 鳥を打ちに山へ 行っているもの 
だと、 父母は思っているのだけれど、 私の気性の激しさを 恐れて、 何も 
言わない。 
そうして、 これまで暮らしてきたのだったけれど、 いまこのよう 
に、 ひとに見られた。 そして私がどのように   思って歌っているのか、 ど 
う思って家を 建てたのかを、 あ なたは見て、 私を気の毒に  思って、 これ 
からしょっちゆう 来てくれたまえ。 それから、 これからは、 しゃべって 
アナク 不   アオ ナ ハ 不 ト ノ   ア ウヌ フ 手 ト / マ   ノ   イエ フ アナク 不   アハイ   カ   / モ       平。 










































































































気が晴れたから、 これからは、 父であ る 殿 、 母であ る奥方の言うことに 
はそ むかないことにする。 笑って見せもしよう。 あ なたのいるうちか 
ら、 ちゃんと立派に 話しかける。 
今まで笑って 見せたこともなかったけれど、 きょうからは、 いま家 
に帰り、 晩につれだって 家に帰ったら、 鳥を打ったら 背負いもして、 
帰ったら、 それからは、 父だから、 父の育て方がよかったのだから、 父 
には父親に話すように 話し、 母には母親に 話すように話して、 これから 
は、 なおいっそう、 何でもよくできるようになり、 人に見下げられない 
ように、 殿の跡をついで、 大殿様の跡、 私は一人息子だから、 跡をつい 
で、 本当に立派なさならいになるから、 あ なたは、 くたに帰っても 私を 
忘れないで、 このように話をした 者に会ったと 思いながら、 帰ってくれ 
よ O 」 
と 私に話しました C 
泣きながら言うものですから、 私も泣いてしまいました。 私の兄な 
のだなあ と畏いました。 そんなことをしたのか、 私の母と父が、 そのよ 
うに息子を置きざりにして 和人にやって 置いて行ったので、 そのために 
それ以来、 和人との交易もできないで、 そのために、 私たちは和人との 
交易をしないのだぞと 言ったのだな、 それであ あ 言ったのだったんだな 
あ と思って、 それから、 あ えてそのことを 言わず、 私が弟ですと 言った 
ら私を殺すと 言うので、 言うのも恐ろしいから 言いませんでしたけれど 
も、 そのために、 なおいっそう 泣きました。 
「そうか、 なるほど、 私には、 兄というものがあ ったのだなあ 口 
と 思って、 ずいぶん泣きました。 
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c 化 aptupkarepka 釘 ayke    ノ appp 移 lnlaynuo は uenaatu Ⅰ表 a 丘 Ⅱ sc 汝 ap 打 aykewa る kan," 
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⑪ maaey 乙 yykopunlek  pohene,ae 壱 Bkoyaylraykena." 
セコ 0  力 み 、 チセコロ ト /  ハウェアン コ ロ ネア ポン トノ カ、 ネア アユ ピヒ カ エアシ り 、 
sekork 町 ne, clse-kor-tono  hawe ㎝ n korn 奄 ・ a  pon  tono  ka, n る a  ayup 山 lka  easlr, 
ミナ トウラ、 イェ ッボイサ ミサ ムケシ ト アン コ ロ 、 
l5mmnatu 「 a,yeppolS 町 Ills 町 ・ nkesto  ㎝ lko 「 , 
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それからその 若殿も、 つまり、 その私の兄も、 泣いて泣いて、 一日 
じゅう私たちはいろいろと 話し合っていましたが、 それから、 彼は島を 
打ち、 鳥を二羽も三羽もとって、 それから、 私に背負わせて、 私はそれ 
を背負って、 晩になって私たちは 家に帰りました。 彼は戸をあ けてくれ 
と言いましたが、 今までになく、 にこにこ笑いながら、 戸をあ けてくれ 
と言いました 0 
「ただいま帰りましたよ。 きょうは    仝まで鳥がとれなかったけれ 
ど、 いま初めて、 鳥を二羽も三羽もとりました。 アイヌの親方と 一緒 
だったから鳥をとって 来ました。 
と 、 にこにこ笑いながら 言いますと、 その殿様もにこにこ 笑いなが 
ら、 その 日 いっぱいに水が 出てきて、 奥様も、 なみだをはらはらこぼし 
ながら、 息子がいま初めて 笑ったのを見たものですから、 泣きながら喜 
んで、 それから、 私に礼拝 l4) を何度もくり 返しました。 
14) 注 6 を参照。 
「親方がよいことを 言ってくれたから、 このように息子も 仝は気性が 
よくなって、 これからは私の 跡をつごうとし、 このように心を 決め、 考 
15) 日本語の「あ すか 
えてくれたので、 うれしく思い、 いっそう感謝しますよⅡ る 」をアイヌ語で 発音 
した 形 。 14 ぺージ 12 、 
13 行目で、 Sikkasma 
シッカシマ ( 保つ・ 守 
る ) と 言っているのと 
と 家のご主人様が 言いますと、 その若殿も、 つまり私の兄も、 それ 晶 三品点下 ぶ非弗ミセぎ 
こそ、 にこにこしながら、 どれから話したらいいかと 言うほど、 いろり ち良う 了は ( その跡を 
ろな話をし、 毎日毎日、 
「さあ 、 まだしぼらくいなさい。 いなさい 0 」 
と 言われますけれど、 私は恐ろしくて、 ひょっとして 付から一緒に 
来た人たちが 私だとでも言い、 私が彼の弟だとでもいうのを 彼が聞いた 
ら、 殺されてしまうと 思って、 恐ろしいものですから、 大急ぎで く に へ 
帰りました。 いろいろなものの 大荷物を持たされ、 ほんとうにまあ 特別 
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にいろいろなものをいい 値段で交換してくれて、 私はそれを舟に 積み、 
舟のともに座ってその 船荷を見ながら、 く は に向かって舟をこいで 行き 
ました。 一緒に行った 人たちの何倍も、 たった一度行っただけをのに、 
彼らが二度も 三度も行ったのと 同じくらいたくさんの 荷物を持たせても 
らって帰りますので、 うれしく思いながら 帰りましたけれども、 
「さあ 早く帰って、 クソおっかあ とクソ おやじを、 せめてののしりで 
もして、 気を晴らそうⅡ 
と   息い、 
「どういうわけで 父と母は 、 兄を置き去りにして、 こんなことになっ 
たのだろう 目 
と 思いながら、 腹 立たしく思い、 兄のことを考えながら、 人知れず 
泣きながら帰って 行きました 0 
そしてそれから 岸に着き、 家に帰りついて、 父と母に 、 
「どうしてあ んなことを言ったのですか。 「私たちは和人と 交易しな 
いんだぞ 鮒 とあ なたたちは言っていたけれど、 なぜそうだったのです 


























「なにも、 悪気でしたことではないのだけれど、 おまえには、 兄さん 
がいたのだよ。 そして、 おまえの兄さんは、 もう、 よちよち走りまわる 
くらいになっていた。 それからがまえはまだ、 おしめにくるまった 赤ん 
坊だっ・ た 。 おまえたち二人ともつれて、 和人のところに 交易しに行った 
ところ、 W を治める大殿様、 山の町だか、 浜の町だか⑥を 治める大殿様 
が、 子どものいない 方で、 そこに私たちは 招 じ入れられて、 いく日も泊 
められたところ、 彼らはその私たちの 上の息子をもらいたがった。 
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それから、 とてもその子を 置いてくにに 帰ることはできない 気がし 
て 、 ていねいにお 断りしたのだけれども、 どうしてももらいたいと 言 
う。 そうして、 六回も切言うことに、 殿様が六回も 言うことにさからう 
ことはできないものだから、 それから六回も 言われたら、 もう、 さから 
うこともできなくなってしまったから、 承諾して、 それから、 私たちは 
その立派な息子を 置いて、 泣きながら帰って 来たのだったが、 それだか 
ら 、 おまえが行って、 どうかして、 おまえが 沸 だということをあ の子が 
知ったなら ぼ 、 あ の子は小さい 時から目つきからして 人と違っている 子 
どもだったから、 どうかして、 おまえが殺されたら 恐ろしいので、 片口 
入との交易には 行かないんだよ 刮と 言っていたのだよⅡ 
と言いました。 
それから私は、 両親をめちゃくちゃにののしり、 ボカボカ ぶんなぐ 
りました。 父にも母にもそうしたのですけれど、 私は両親をののしっ 
て、 
「私の兄だったと 今わかった人が、 アイヌの家を 作って、 こういうふ 
うなものの中で 育てられたような 気がするので、 せめて、 そういう家を 
作って気を晴らしそれからどんなふうにお 父さんが歌っていたかを 聞 
いていたから、 お父さんが歌った 歌のとおりに 歌っているんだというふ 
うに、 身の上話をして、 そして二人でさんざん 泣いたんだけれど、 私が 
弟だと言ったらば、 殺されるから、 弟だともしやべらずに、 帰って来た 
のです。 」 
と言いました。 それから両親はさめざめと 泣きました。 
「そうだろうともねえⅡ 
と 言いながら泣き、 私も泣いて、 そればかり考えてつらく 思い、 あ 
あ かわいそうに、 まさか悪気で 置いて来たのではないとはいうものの、 
あ まりに気性が 激しすぎる人なものですから、 それであ んなふうに思っ 
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は ねからは私は 結婚もする。 妻など い らないと断っていたけれど、 
妻も迎える。 そして殿様の 跡をつぐⅡ 
18)@aimateniwkes@ 7 
イマ テニウケシ と言 
っ たが、 後に語り手 
サダ モ さん自身が、 
とも言ったのでしたから、 私が帰ったら、 そのあ とで妻を迎えるの 伍 ノエ y壱 lmaleniwkes マ テニウケシと アイ 
訂正した。 
だろうとも私は 思いました。 そのとき以来、 私が男だということがばれ 
るのが恐ろしい、 行ってうそをつき、 弟ではないと 言ったことが 恐ろし 
いから、 それからは交易に 行きません。 
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